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セブンヒートバリアー

Ｈｅａｔ―Ｂａｒｒｉｅｒ

（水系熱遮断塗料）

株 式 会 社 セブンケ ミ カル



ヒートバリアーは、熱遮断と耐久保護

を兼ねた快適空間を創造する

コーティング材です。

ヒートバリアーは、熱反射率の高い超微粒子中空セラミックビーズと、耐久性に優れた架橋型アク

リル樹脂を複合したコーティング材で、断熱特性が快適な室内空間を与え、伸縮性にも優れてい

るため、コンクリート、スレート、カラー鉄板等の屋根と外壁を、長期間しっかり保護します。さらに、

水系材料のため、だれでも簡単に塗れ、使い易さも抜群です。

ヒートバリアーの遮熱性

熱を反射して室内を涼しく保ちます。

（涼しい）

特 長

 熱射をカット ； 熱反射効果が高いので、室内の温度上昇が抑えられ、省エネ

が出来ます。

 伸 縮 性 ； 塗膜に伸縮性があり、屋根の細かなひび割れもカバーします。

 耐 久 性 ； 架橋型樹脂が緻密なコーティング層を形成し、耐久性に優れ

るため、屋根を長期間しっかり保護します。

 塗 り 易 い ； ローラー、スプレー、刷毛等、手軽に塗れて使い易い。

 安 全 ； 水系材料なので使い易く、安全です。

 保 護； コンクリートの中性化及び塩害防止。
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温

度

項 目 結果 備 考

貯蔵安定性 合格

付着強さ 合格

温冷繰返し抵抗 合格

耐衝撃性 合格

透水性 合格

耐久性 合格

塗膜の伸縮性 良好

JIS A 6909

建築用仕上塗材

品名 用途 色 容 量

ヒートバリアー 上塗り 淡彩色 12ｋｇ缶

セブンメタルプライマー 改修金属用下塗り材 グレー 20ｋg ｾｯﾄ缶

ヒートバリアーシーラー セメント系下塗り材 クリアー 15kg 缶

塗装仕様

工 程 使 用 材 料
希 釈

(重量％)

塗付け量

（ｇ/㎡）

行程時間

（時間）
施工方法

窯業建材 ヒートバリアーシーラー 水（0～20） 100～15０
１ 下塗

金属面用 セブンメタルプライマー 3～10 150～200

３以上～

１６８以内

ﾛｰﾗｰ

刷毛･吹付

２ 上塗り （１） ヒートバリアー
水

（0～１0）

300～350

(cc／㎡)

３以上～

１６８以内

ﾛｰﾗｰ

刷毛･吹付

３ 上塗り （２） ヒートバリアー
水

（0～１0）

300～350

(cc／㎡)

２４以上

(最終養生)

ﾛｰﾗｰ

刷毛･吹付

ヒートバリアー

（℃）

スレート



使用方法

清掃・下地調整

コンクリート・スレート面等 鉄部

 凹みは樹脂入りモルタル等で埋めます。

 ひび割れの大きい（幅０．３㎜以上）時は、シール材

（ウレタン系等）で、小さい時（幅０．２㎜以下）は、ヒ

ートバリアーで埋めます。

 表面が風化して弱くなっている箇所は、ワイヤーブラ

シ、デッキブラシ、スクレッパー、或いは高圧水洗浄

等で取り除きます。

 下地は十分乾燥させます。

 サビの発生箇所はペーパー、ワイ

ヤーブラシ、電動工具等で錆を取

り除きます。

下 塗 り

ヒートバリアー塗り

塗装上の注意 材料保管上の注意

① 塗装時前後や乾燥時に雨や結露など水

分の影 響を受ける時は避けて下さい。

② 湿度 80％RH 以上、湿度５℃以下、40℃

以上の時の塗装は避けて下さい。

直射日光や降雨、凍結の影響を避け、

室内に保管下さい。

表面汚れは、高圧洗浄及び、ペーパー、ワイヤブラシ、デッキブラシ等で

除去します。

（1）下塗り材を、均一に混ぜます。（ヒートバリアーシーラー･セブンメタルプライマー）

（2）100～200g／㎡（窯業建材・金属面）塗り付けます。

（3）ローラー塗り、刷毛、吹付け等で行います。

（4）３時間以上乾燥させます。

(1) ヒートバリアーの材料を十分攪拌して均一に混ぜます。

(2) ローラー塗り、刷毛塗りの場合

・ １回目は 300～350cc／㎡（１㍑で約３㎡）塗り付けます。

・ ２時間以上乾燥します。

・ ２回目も 300～350cc／㎡（１㍑で約３㎡）塗り付けます。

(3) 吹付塗りの場合

・ リシンガン、モルタルガン等を用います。

・ 口径は 3～4 ㎜程度、圧力 3～5 ㎏ f／㎡で均一に吹き付けます。

・ １回塗りで仕上げ、600～700g／㎡塗り付けます。

(4) ヒートバリアー塗り後、24 時間以上、雨や結露など水分の影響を受け

ないよう乾燥させます。
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